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8
年
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広報たまかわ

力
作
が
勢
揃
い

平
成

8
年
度
の
玉
川
村
氏
文
化

祭
が
日
月
初
日
の
山
野
草
展
を
皮

切
り
に
村
民
体
育
館
と
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

村
民
文
化
祭
は
、
児
童
生
徒
の

習
字
や
絵
両
な
ど
か
ら
お
年
寄
り

の
作
品
ま
で
幅
広
い
年
代
層
か
ら

出
品
さ
れ
各
種
文
化
団
体
ご
と
に

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年

も
本
村
と
国
際
友
好
都
市
の
提
携

先
で
あ
る
中
華
民
国
鹿
谷
郷
の
児

童
の
習
字
や
絵
画
が
展
示
さ
れ
国

際
色
豊
か
な
文
化
祭
と
な
り
ま
し

た。
期
間
中
、
大
勢
の
方
々
が
入
場

し
各
展
示
作
品
の
力
作
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

な
お
、
各
展
示
会
の
お
も
な
入

賞
者
は
、
次
の
ペ

i
ジ
の
と
お
り

で
す
。

仁美 (2年)

聡(4年)

招孝 (6年)

-小針醤香(1年)

・鈴木亜希(3iT") 
骨榊枝奈津季C4iT")
・溝井まな美(5年)
@高原亜耳目 (6年)

-草野加緒理(1年)
@石森 泉 (3年)
・石森聖菩 (4年)

e矢吹昭人(6年)

孝典(4年)

博美(1年)
郁英(2年)
正文(3年)

@関根 香(1年)
@増芸恵美(2年)
@大野{在醤菩(3年)

.1左藤
・関根

@熊田

ー塩田

.71]吉田

@会記

e;蕎井

掛川辺小学技

・関根大倫(1年)
・野崎静香(3年)
@高瀬太志 (5年)

量五)11第一小学校
@柳沼麗人(1年)
@小林雷大 (2iT")

・須藤光輝(3年)
・大竹悠太 (4年)

・佐久間和徳(5年)

@小針寿美(6年)

極讃釜小学校

・鈴木和真(1年)

・IJ¥i十健;欠(2iT") 
.t富沢玲菩(4年)
・宗形裕二(5年)

@大木一弘(6年)

(四辻分技)

・須田知莞(2J:f)
@石井健一(6年)
薄弱泉中学校

@榊披正智(1年)
・真弓知芸(2年)
@高林桜ミ子(3年)

通信簿筆中学校

・IJ¥山田進也(1年)
・育資朝美(2年)
@矢吹千夏(3年)

勝

ナツ

ーJAあぶくま石川須釜支信長麓
;高井良{中

~JAあぶくま石川京支居長麓
車田久七

四郎

常代

常代

治男

~須費JII税務署長賞

・近内重美(須釜IJ¥1年)
・鈴木麻里(玉-/J¥2J:f)
・石津結梨(玉-/J¥3年)
・近内沙弥雷(須釜IJ¥4iT")
@鈴木啓章 ()II辺IJ¥5年)
・榊枝史寺(須釜IJ¥6年)
・車田 恭害(泉中1年)
・真弓さやか(泉中2年)
・矢吹兼次(須筆中3年)
画玉)11村長藁
・需藤理加(王ーtj¥1 $) 
@鈴木 j圏一(須釜小2年)
e)¥木智恵美(須釜小3年)
@石森理恵()11辺小4年)
@宗形 愛(須護小5年)
・真弓英樹(玉-/J¥6年)
@小針 蒙(泉中1年)
@小山田昌(須釜中2年)
@岩谷研語(泉申3年)

j京田

貰育

;高井

奥野

車田

室田

~寄島民友新聞社賞

襲

~山野草会長麓

員長公毘館長賞

湯村議長麓

翼

長

r.lU 

通帳村

ー特

平成8年11月

~訪労賞 小山田義美

唾県知事麓 大越藤幸

画村長讃 草野田吉

蚕村議長麓 佐藤 計

調村教首長麗 溝井安喜

~JAあぶくま石川 i組合長賞
佐藤 計

増喜重麗

岩谷 繁

突部 操

大竹ツネ

溝井安喜

;蕎井安喜

大越藤幸

大木正一

~郵震局長賞

・車由美幸(玉-/J¥3年)
@増三予 選吾(須釜小4年)

・関根広之(須釜小6年)

~郵寵貯金振興会賞

・小山田{圭織(須釜IJ¥6年)

~玉JII符教育長翼
@仁井田淳(玉一小5年)
@鈴木弥生(玉一小5年)
@矢部美幸()11辺小3年)
@青山 成(須釜IJ¥2年)

@石森達也(須釜小3年)
@関根京菩(須釜IJ¥5年)
@小原利夫(藻釜IJ¥5年)
・八木達彦(須釜IJ¥6年)

歯医菊花愛話会長麓

張公民館長貰

最長長室霞麗

援あめだや賞

広報たまかわ
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平成8年11月広報たまかわ

半世紀

在校生と関係者§で盛大に祝う

本すの学び舎ミ

平成8年11月広報たまかわ

須
釜
申
学
校

須
釜
中
学
校
の
創
立
印
周
年
記

念
式
典
は
ぬ
月
初
自
(
日
)
須
釜

中
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

石
森
春
男
実
行
委
員
長
、
出
中
孝

平
校
長
よ
り
あ
い
さ
つ
の
あ
と
村

長
、
議
会
副
議
長
、
教
育
委
員
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
歴
代
の

P
T
A
会

長
と
庭
園
保
存
会
長
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

泉
中
学
校
の
創
立
印
周
年
記
念

式
典
は
日
月
幻
日
(
日
)
泉
中
学

校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
仁

井
田
保
雄
実
行
委
員
長
の
式
辞
に

続
い
て
、
村
上
進
校
長
と
滝
口
一

夫
P
T
A
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
そ

れ
か
ら
村
長
、
議
会
副
議
長
、
教

育
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
あ
り

ま
し
た
。
感
謝
状
の
贈
呈
で
は
、
歴

代
の
校
長
と

P
T
A
会
長
に
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

泉

申

学

校

歩けあるけ健康家阪大会は、 11月3日午前9

時に役場駐車場を出発。福富空港までの往復約8

キロのコースで行われました。当日は、雲ひとつ

無し1青空に恵まれ、紅葉に染まった山々を眺めな

がら参加者は大満足。また、コースの途中にゲー

ムやクイズを仔うなど趣向を凝らした内容に笑え

高がこだましていました。秋の彩り深い福畠空港

公園で思金をとり、また、Iょっぱの会jの方たちが

作ったトン汁が振る舞われ楽しい1日を過ごしま

した。

〔
須
釜
中
学
校
表
彰
者
〕

(
敬
称
略
)

量
元
P
T
A
会
長

大

木

古

邦

森

清

重

梅

沢

勝

円

谷

忠

重

小

原

重

孝

大

野

式

吉

小

針

二

一

同

部

幸

平

岨
元
庭
園
保
存
会
長

須

釜

勝

太

郎

大

越

佐

藤

計

鈴矢石関石鈴古
木吹森根森木村

〔
泉
中
学
校
感
謝
状
贈
患
者
)

(
敬
称
略
)

函
館
代
校
長

本

田

吉

之

助

菊

地

小

山

田

仲

木

田

岡

部

政

雄

阿

倍

小

針

孝

定

須

田

直
歴
代
P
T
A
会
長

矢

部

勇

太

郎

矢

部

首

藤

信

勝

大

竹

佐

久

間

倉

太

三

瓶

矢

部

玄

信

吉

田

小

針

図

井

車

田

須

藤

一

輪

藤

田

次
健夫

貞一正敏好文
幸夫敬森市雄

四
郎

昌治達隆
守男男夫

利文敬 勝康
守夫雄一力義美
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日
月
お
日
、
泉
中
学
校
体
育
館

に
て
泉
、
須
釜
両
中
学
校
創
立
印

周
年
記
念
実
行
委
員
会
の
共
催
で

ピ
ア
ニ
ス
ト
大
島
彰
氏
の
講
演
会

と
リ
サ
イ
タ
ル
が
関
か
れ
ま
し
た
。

大
島
さ
ん
は
、
生
ま
れ
つ
き
目
が

不
自
由
。
講
演
で
は
、
そ
の
ハ
ン

デ
ィ
を
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
が

話
さ
れ
、
会
場
の
生
徒
た
ち
に
強

い
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
そ
の
後

電
子
オ
ル
ガ
ン
に
よ
る
大
島
氏
の

演
奏
が
行
わ
れ
、
透
き
通
る
よ
う

な
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
が
会
場
内
を

包
み
こ
み
ま
し
た
。

平
成

8
年
度

ふ
れ
あ
い
健
畢
ま
つ
り

笑
い
は
健
康
の
N

源
μ

健
幸
ま
つ
り
は
、
日
月
2
日
に

保
健
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ

こ
っ
そ
し
よ
う
し
よ
う

ま
し
た
。
骨
粗
繋
症
が
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
骨
の
元
気
度
の

検
査
や
赤
ち
ゃ
ん
の
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
、
元
気
茶
屋
な
ど
の
催
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
2
階
会
議
室
で

は
、
元
気
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
よ
る

ヘ
ル
ス
寸
劇
「
元
気
劇
団
公
演
」
が

開
か
れ
会
場
は
笑
い
の
渦
と
化
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
馴
染
み

の
日
本
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
の

石
川
雄
一
医
師
に
よ
る
「
ふ
れ
あ

い
が
つ
く
る
本
当
の
健
幸
と
は
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
巧
み
な

話
術
に
満
員
の
会
場
か
ら
笑
い
が

絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

k
u
 



平成8年11月

玉
川
村
青
少
年
育
成
村
民

会
議
が
主
催
し
た
第
ロ
回

「
家
庭
の
日
」
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
、
第
日
田
「
少
年
の
主
張
」

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
、
第
4
回

「
家
庭
の
日
」
書
写
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
が
叩
月
幻
日
村

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の

コ
ン
ク
ー

ル
は
、
子
供
た
ち
と
家
族
と

の
ふ
れ
あ
い
や
体
験
を
通
し

て
、
そ
の
感
動
を
心
に
残
す

広報たまかわ平成8年11月

平成9年の成人式は、 1月15日(成人の巴)に、玉川就業
改善センターで行われます。

該当者は、次のとおりです。なお、該当しているのに名前

が載っていない万や村外に住所があってもふるさとで成人式

を迎えたい万は、 12月6日までに村公民館fi57-4632に
お申し込みください。

広報たまかわ

こ
と
と
、
毎
月
第
3
日
曜
日

の
「
家
庭
の
日
」
の
啓
発
を
目

的
と
し
て
村
内
全
小
中
学
生

を
対
象
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
家
庭
の

E
」
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
と
書
写
コ
ン
ク
ー
ル

の
入
賞
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ

ω

名
で
し
た
。
ま
た
、
「
少
年

の
主
張
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

の
入
賞
者
が
叩
名
で
し
た
。

最
優
秀
賞
の
受
賞
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

第4回「家庭の日j書写コンクール最優秀畠(小掌生の部)

張
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

""ミ À>手金、 i甲.IJ'下~"島、，々rプ71Y，"'""1 、/宵芳、、 ‘Q _， 

けPL~<1]:::;.訓li4in.'))JI品届E二~'\

~、"'{・').!)温 ".川

掌校名 挙年 氏 名

須釜小 l 小山田恵子

玉一小 2 小針千佐

ゐ 3 石津結梨

川辺小 4 鈴木淳子

須釜小 5 木戸智美

今 6 小山田佳織

表彰式のようす

第12固「家庭の日j作文コンクール最優秀賞(小掌笠の部)

学校名 I ~学年 氏名 表 謹

玉一小 1 岩瀬夏花 わたしのおかあさん

え〉 2 恵国毅文 みんなの力でなおった病気

イシ 3 閤井大輔 お母さんの仕事

川辺小 3 関根昌明 かそうほんおどり

五一/J、 5 佐藤友佳 お父さんはすごい

須釜小 6 関根広之 ぼくのお盆

徳
梢
づ
プ

一

洋

育費弘幸

遠野志津菩

塩j幸秀隆

野

木

本

上

鈴

販

仁井田洋吾

小林 等

湯j華陽吾

大越葉;子

大越真由美

塩津明美

紀
也
二

真

雅

浩

由
明
文

達

政

友

小林

小林

小林

戸

木

原

宍

大

小

枝

也

和

明

達

友

栄

也

利
克

竹

庄和

否

枝
澄

克

木

部

藤

鈴

矢

須

藁谷

井

井

草
向
草
向

鈴木由美吾

須藤絵美

矢部裕也

敏紀

幸
一
明
靖

紀

要

尚

真弓

井

原

白

石

高

吉

目黒精一

三瓶 )l1~吾
佐藤蔓由美

須藤 勝

西牧志乃布

一
章
芸

光

恵

藤

井

白

佐

溝

添

之

貫

佃

巴

宏

博

博

匡成

司

稔

樹

浩

直

佐久間玉枝正則

之土ー-
/Cコ

矢吹

鈴木

野口童美喜

夫幸須釜

土

幸

旦
貝
芸
〈

醤ミ子

和

憲

之

美

和

和

司

否

治

恵

理

寿
一具

竹

野

野

大

草

草

野口

IJ¥ru十
小針

ウ
プ
孝
治

知

隆

ラ

一

恵

裕

芭

醤

林

木

井

一
氷
鈴
椴

野

越

鎌

草

村

窟

雄

美

志

黄

信

広

一

満

ヱ
す
織
一
4
4

祐

番

知

田

藤

林

野

添
佐
一
氷
水

藤

越

森

伊

村

石

明

正

鶴

洋

武

幸

干

雅

第12回[家庭の日j作文コンクール最優秀賞(中掌生の部)
j庫選としえ

元買

幸ミ子飯田

第4回「家庭の日j書写コンクール最優秀麗(中写生の部)

第11回玉川村I少年の主張J作文コンクール最罷秀者

出

家

石井明子

名

小針

氏

愛

題表

と

よ

大

中

茂

喜

坂

崎

昭
佐
藤
健
一
藤
田
弥
生

松
川
勝
徳
渡
辺
孝
志

A'駒
木
根
工
業
側
(
6
人
)

石

井

正

登

大

竹

い

ち

子

熊

田

里

美

小

林

和

良

南

候
玲
子
真
弓
英
典

-
側
片
山
ゴ
ム
(
山
人
)

阿

部

光

吉

荒

牧

勇

二

石

森

金

弘

大

野

忠

春

大

和

田
紀
美
枝
小
宅
さ
と
み

草
野
寿
治
近
内
源
吉
塩

沢
善
勝
杉
山
隆
一
一
鈴
木

繁

一

二
瓶
勝
彦
藁
萱
秀

円

U
手
↑@
J
A
あ
ぶ
く
ま
石
川
須
釜

麦
庖

(
3
人
)

塩

沢

直

一

関

根

さ

ゆ

り

矢
吹
ゆ
み
-M開玉
川
畜
産
セ
ン
タ
ー

(
8人
)

阿

部

金

四

郎

石

森

三
男

石

森

代

志

子

佐

久

間

昇

須

田

正

行

宗

形

菊

男

本

野
憲
一
渡
辺
英
雄

-
玉
川
村
役
場
(
叩
人
)

草

野

正

博

車

田

ヨ

シ

子

小
原
幸
春

小
林
里
美

小

針

達

夫

塩

田

敬

曲

山

道

子

溝

井

棟

彦

谷

地

幸

子
吉
田
貴
子

高齢化社会になる今だから

-つ

m月
日
日
の
献
血
者
は
、
次

の
必
人
で
し
た
。
あ
な
た
の
愛

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
〔
敬
称
略
〕

av福
由
一
明
双
羽
電
機
附

(
9
人
)

秋

田

秀

男

有

我

冬

石

森

溝
井
賢
一
郎
(
会
社
役
員
)

増
子
清
一
(
須
釜
中
教
頭
)

石
森
四
郎
一
(
東
部
運
送
)

小
針

一
志
(
コ
パ
リ
抜
型
)

コ

ー

チ

岩

谷

唯

義

(
東
京
精
工
)

区
間
最
終
エ
ン
ト
リ
ー
メ
ン
バ
ー

1
区
高
橋
由
美
子
(
須
釜
中
学
校
3
年
)

2
区

鈴

木

貴

子

(

泉

中

学

校

3
年
)

3
区

深

谷

亮

一
(
泉
中
学
校
3
年
)

4
区
藤
田
貴
裕
(
学
法
石
川
高
校
3
年
)

5
区
真
野
目
雄
治
(
須
釜
中
学
校
3
年
)

6
区

石

森

猛

(

学

法

石

川

高

校

1
年
)

7
区
我
妻
広
弥
(
県
立
石
川
高
校
2
年
)

8
区

鈴

木

情

(

泉

中

学

校

3
年
)

9
区
境
田
浩
章
(
須
釜
中
学
校
3
年
)

叩

区

須

藤

裕

子

(
泉
中
学
校
3
年
)

日

区

指

沢

和

彦

(

胸
仁
和
運
送
)

ロ
区
小
針
正
光
(
東
京
精
工
仰
)

日
区
関
根
勝
夫
(
学
法
石
川
高
校
2
年
)

比

区

鈴

木

文

子

(
県
立
清
陵
情
報
高
校
1
空

白
区

草

野

敏

史

(

学

法

石

川
高
校
3
年
)

補

欠

矢

吹

誠

(

須

釜

中

学

校

3
年
)

補
欠
吉
村
功
次
(
須
釜
中
学
校
3
年
)

補

欠

小

原

修

(

須

釜

中

学

校

3
年
)

補
欠
草
野
孝
弘
(
須
釜
中
学
校
3
年
)

檎
欠
増
子
恵
美
(
須
釜
中
学
校
2
年
)

補
欠
鈴
木
千
裕
(
須
釜
中
学
校
1
年
)

玉川村選手国

川端康行

竜崎地区(16名)

小林由佳橋本

小林ゆかり 小林

上野竜弥小林

岡部 鞍

高須釜地思(17名)
小山田恭ミ子 関根治美与

班目 宏宗形恭ミテ

阿部久美幸阿部果織

荻野雄一大野 誠

北須釜地区(ア名)

矢吹かおり 鈴木

矢吹仁志草野

吉地区(4名)
矢部貴啓育費

山小屋地区 (2名)

石森翼由美石蘇 1専文
四辻新田地区(48)
飯田 愛関根健二

川辺地堅(18名)

川崎文隆野崎

須釜光利曲山

新園 潔熊田

鈴木信幸矢部

蒜生地区(5名)
佐藤正男佐藤

小高地区(14名)
車田恵理予関根

富井文香白津

関根孝幸溝井

中地区(18名)
鈴木吉美岡

石津俊之小林

吉田正美小針

水野隆之古寺

岩法寺地震 (16名)

矢吹勝美俊久間かおり

大竹 憩大竹翼由美

佐久間倉義武田康雄

日
月
お
日
(
月
)
午
後
7
時
か
ら
村
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
に
て
第
8
回
市
町
村
対
抗
福
島

県
縦
断
駅
伝
競
争
大
会
の
玉
川
村
選
手
団
の

結
図
式
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
選
手
の
ほ
か
村
関
係
者
、
議
会

議
員
、
教
育
委
員
会
関
係
者
な
ど
が
出
席
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
選
手
の
紹
介
と
団
旗

の
伝
達
の
あ
と
、
本
部
長
の
車
田
村
長
と
実

行
委
員
長
の
波
辺
体
育
協
会
長
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
口
ま
た
、
宗
形
副
議
長
と

小
原
教
育
委
員
長
か
ら
激
励
の
こ
と
ば
を
受

け
、
溝
井
監
督
が
あ
い
さ
つ
。
選
手
団
を
代

表
し
て
小
針
正
光
選
手
が
決
意
を
表
明
し
ま

し
た
。

監

督
コ
l
チ

コ
l
チ

コ
l
チ
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石
川
地
方
5
町
村
の
地
域
間
交

流
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
ふ
る
さ
と
H

い
し
か
わ
“
夢
フ
ェ

ス
タ
」
が
若
川
町
の
ク
リ
ス
タ
ル
パ

ー
ク
石
川
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

い
わ
き
石
川
青
年
会
議
所
主
催
、

石
川
郡
五
町
村
の
共
催
で
、
各
町

村
か
ら
の
名
産
、
特
産
物
の
展
示

即
売
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

賑
わ
い
ま
し
た
。

玉
川
村
か
ら
は
、
「
五
平
の
酒
」
「
さ

る
な
し
ワ
イ
ン
ん
「
竹
酢
液
」
な
ど
の

ほ
か
多
く
の
産
品
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
五
町
村
の
芸
能
の
競
演

で
は
、
玉
川
村
か
ら
は
「
南
須
釜
の

念
仏
踊
り
」
が
出
演
。
野
外
ス
テ
ー

ジ
で
の
子
供
た
ち
の
華
麗
な
演
技

と
鮮
や
か
な
衣
装
は
、
ぽ
か
ぽ
か
陽

気
の
中
、
芝
生
席
の
家
族
づ
れ
な

ど
の
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

マムシのヲ
珍し

ち
と三三

福
島
空
港
で
の
航
空
機
事
故
等
の
緊
急
事
態
を
想
定
し
て

の
総
合
訓
練
が
、
福
烏
空
港
内
エ
プ
ロ
ン
で
県
、
空
港
、
消

紡
、
警
察
、
医
療
な
ど
の
機
関
か
ら
約
二
百
人
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
「
大
阪
発
札
幌
行
き
B
7
6
7
型
機
が
福
島
上

空
に
お
い
て
故
障
し
福
島
空
港
に
緊
急
着
陸
、
滑
走
バ
ラ
ン

ス
を
崩
し
て
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
し
炎
上
し
た
」
と
の
想
定
。
速

や
か
に
現
地
本
部
が
設
置
さ
れ
、
消
防
、
医
療
機
関
へ
通
報
。

玉
川
村
か
ら
も
消
防
車
が
出
動
し
消
火
作
業
の
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
機
内
の
座
席
か
ら
負
傷
者
を
運
ぶ
訓
練
で

は
、
実
際
に
救
急
車
で
病
院
ま
で
搬
送
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
本
番
さ
な
が
ら
の
緊
張
し
た
雰
囲
気
の
中
、

各
種
訓
練
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
c

平成8年11月広報たまかわ

{吉田富三・予ども科学賞j特別賞

奈護小0=3=入が受蔓

今
回
の
介
護
者
教
室
に
は
、
中
老
人
ク
ラ
ブ
大
正
琴

愛
好
会
(
角
田
照
子
会
長
)
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
演
奏
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
利
用
者
は
小
高
地
区
の

皆
さ
ん
で
大
正
琴
の
演
奏
を
躍
に
聴
き
、
特
異
な
吾
色

に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

中
老
人
ク
ラ
ブ
大
正
琴
愛
好
会
は
現
在
、

9
名
の
会

員
で
毎
週

1
回
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
日
は
佐
藤
清
子
さ
ん
(
蒜
生
)
の
舞
踊
も

上
演
さ
れ
ま
し
た
。

北須釜の須自荘閉さんは、自宅近くでマムシを捕獲。捕

獲したマムシを瓶に入れておいたところ、翌日、マムシの

頭が2つになってることに気付いてピックリ。よく売ると
1旺はそ子供でした。それから 1日に1匹づっ生まれて合計
5匹の芸供が生まれました。
「マムシは、芸供在生むと死んでしまうとか、生む時に

そ子供は親の騒を喰いちぎってしまうなどと聴いていました

が、その話は嘘ですね。親の腹にはキズもありません。J
と須田さん。親に比べて色は多少薄めですが、三子供と霊つ

でも約20cmくらいあります。アクビをするなどグロテスク
ながらもミ子供っぽい可愛い様吾が儒えました。

負傷者を機内から搬送する訓練

青少年スポーツの振興に期待

スポ少が誕生

平成8年度の「吉田富三-ミ子ども科学襲jの授畠式は浅)11

Eの吉田富三記念館で開かれ、特別員に須釜小掌校から3
名の児童が受麗しました。この特別葺は、石川郡内の小掌

生が対象で6名(各学年から 1名)が受襲。受費者の半数が

須釜小学校の兜童という快挙に同較では大喜び。田昌は、

がん研究の先駆者百密室主博士の偉業を記念するととも

に、未来を担う蕎少aの科学教育の伸展に期待して吉田富
三記念館が行っており、今回で3ロ自でした。
なお、受費者は次のとおりです。〔敬称略〕

1年 fあまいものがすきj 育費千拡

2年 fいも虫のかんさつj 矢吹泰成

3年 [みそ汁の中のとうふと空気のかん係J
大木佑ミ子

安
住
の
一
-
老

1
・

キ
ジ
・
ヤ
マ
ド
リ
を
放
鳥

て

四
辻
新
田
及
び
青
井
沢
地
区
の
休
猟
底
に
キ
ジ
、

ヤ
マ
ド
リ
の
放
鳥
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
っ

こ
の
事
業
は
、
毎
年
、
狩
猟
解
禁
の
直
前
の
時
期

に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
狩
猟
者
の
た
め
の
放
鳥
と
勘

違
い
さ
れ
ま
す
が
、
鳥
獣
保
護
及
び
狩
猟
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ
て
い
る
鳥
獣
保
護
事
業

計
画
に
よ
り
キ
ジ
・
ヤ
マ
ド
リ
の
保
護
増
殖
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
丘
、

玉
川
村
分
に
必
羽
が
放
さ
れ
、
烏
た
ち
は
安
住
の
地

を
求
め
て
森
の
中
へ
と
飛
ん
で
行
き
ま
し
た
。

玉川ライオンズクラブでは、創立5題年を記念してスポ
ーツ少年国の設立を行いました。設立式は、村民グラウン

ドで関かれ入由予定の小学生約40名と保護者が参集しま
した。式では、設立までの経過が永瀬実行委員長より説明

され、閉山ライオンズクラブ会長からあいさつのあと、来

賓の車田村長、小林教書長からお祝いのごとばがありまし

た。

スポーツ少年屈は、男予のソフトボーんと女与のミニバ

スケットボーんの2競技で村内の小学4、5a生が対象と

なっていますo 入団などの問い合わせは、玉川iライオンズ
クラブの永瀬さん君(57)3953まで。

8 9 
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福患県住宅供給公社では、赤堀団地の

受付のお問い合わせは、玉川村役場企

宅地分譲 (8区画)の購入者を先着順受付

1 年次~15 1， 500円 2年次~158 ， 800円

3年次~173AOO円 4年次~18 1， 000円

期末動勉手当は、年3固支給年間:5.20月分
全員、学生宿曾で生活。衣服類・寝具・食事・宿告費は無料。

重-冬・春季に、それぞれ2週間の連続休暇育り。完全週休2

日制。

はじめの2年半ないし3年聞は一般高校と同じ学科と各種技術

の塁礎を掌びます。

自衛隊郡山募集事務所

自衛隊生徒募集
11 月 18~平成9年 1 月4日

中学校卒業(見込みを含む)の方で平成9年4月1日において

15議以上17歳未溝の男事

1i欠平成9年 1月5日(日)
2次平成9年1月22日(水)~ 1月26日(自)

平成9年3月下旬

画財政課(包0247-57-4629)まで。

先着順受付のお知らせ

赤坂団地分譲

告0249(32)1424

で募集しています。

玉川村卓球クラブ(塩沢圧勝会長)主催

の卓球大会を下記により開催します。重

って参加してください。

ー駐日 時 12月8日(自)午前9時開始

圃場所動労者{本書センター(南須釜)

圃種目小学生の部「シングルスJ
中学生の部~一般の部

{シングルスとタフルスj

-参加資倍 村内に居住している方、又

は村内に郵務している方

ー参加資格 11月29日(金)までにクラ

ブ会長(岱57-3907)又は公民館へ

第四田村民卓話人去

隊〕

遇〕

与(月額)

当

食・住

暇

〔教育内容〕

〔問合せ先〕

験〕

〔受付期間〕

〔応纂資格〕

健幸まつりから

手

衣

休

••• 
寺

給

r
u
什

u

・

〔試

人にやさしいまちづくり推進大会
県では、高齢者や障害者等に配慮したやさしいまち

をつくるために、誰もが安心して暮らせる「人にやさ

しいまちづくりj県民運動を多くの人々に拡げていく

いくことを目的として、「人にやさしいまちづくり推

進大会Jを開催します。
画自時 11月28日(木)午後1時----(正午需揚)

8劇場所会津若松市「富津田雅室j
圏内 容 ①「人にやさしいまちづくり員jの授与

②公演----fわたぼうし語り部J(世界でも初めての、
言葉に障害を持つf語り部jたちが行う、語り芸によ
るパフォーマンス。)

③講演及びトークショー~三笑事夢之朗氏(落語家)

〈講演と、身近にある[人にやさしいポイン卜jについ

てのトーク。)

④福祉機器展示ほか

圃入場無料

自昼間い合わせ先

福島県長寿社会対策室(合0245-21-7277)

要槌年金番号って伺?

ひとりひとりの年金の記録は、ごれま

で邑民年金、厚生年金、共済組合などの

告制度の番号で管理されていましたが、

来年1月からは、共通の香号となり、生
涯に 1つの塞礎年金番号を持つようにな
ります。

就職や退職で加入する年金制度が変わ

っても、同じ年金番号を使用しますので、

l必要な届出を忘れた場合でも、個別にお

知らせできるようになります。

年金醤号力ゆとつになります
基礎年金番号

舎
の
年
童
手
帳
の
雷
号
が

平
成

9
年

1
月
か
ら

墨
礎
年
金
番
号
に
な
り
ま
す
。

d設
お誕生おめでとうござ示ます|

(10月届出分)

玉川村公民館主催の文化講演会は、講釈師五代田-龍

斎貞花氏を講師に迎え次の日程で開催されます。皆さん

お誘い合せのうえご来場ください。

圃とき平成8年12月12日(木)

午後6時会場午後6時30分間演
マーヴ、エラス末広

無料

a:4[Q]の独演会は、独自の境地を聞き好評を博している。特に野
球講談は、テレビ・ラジオ等で実況放送、名選手物語、ゲスト解説。

昭和50年中自を優勝させる会々長、ドラキチでおなじみ。

現在、講談協会理事。日本演芸家連合常任理事の臓にある。

(10月届出分)

保護者名

ρ 
y 

勝

:烹

伸

t世情主名

武 夫

元安

幸

弘いじ、寸ノ

正

齢

8

0

3

年

6

6

7

@80 
-龍斎貞花文化講演会

寄付ありがとうございます

出生児氏名

大竹忍

前回唯人
みず

熊田水輝

小林香

野菜

聖子光紀

下記の方々から社会福祉活動資金と して寄付をいただきましたc

厚く 御礼申し上げますc

死亡者氏名

小針ヒサヨ

小林キチヨ

滝口ハツイ

愛知県に生まれる。

一龍斎貞文に入門して貞正。

(29歳の碍サラリーマンより転島)

五代巴一龍斎貞花を襲名し真打ち。

愛知県知事ボランティア賞を受藁。

(村社会撞祉協議会)

5万円

2万円

2万円

一龍斎貞花プロフィール

上
仲
間
十

辺

中

竜 111奇

地区

仁ド

竜 111奇

ゴコ
口

区

北須釜

二三日，

PL 

手，

。

mU 

I
T
E
，
 
111 

ー中の小針幸吉さんから

・竜111;奇の小林元安さんから

・吉の滝口吉次さんから

多

用

の

納

税

7，643人(+11) 

3，746人(+ア)

1，724戸(+2)

3，897人 (+4)

圃ところ

画入場料

村のようす

骨

t1 

' 2 

昭和51年

平成2年

昭和14年

昭和43年

村

県

民

税

国
民
健
康
保
険
税

邑

民

年

金

第

3
期

第

5
期

け
月
分

【
納
期
限
は
け
月
お
日
(
月
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

すくすくクラブ..........・・・・・・・保

午前9時30分~
健康講演会・......................保

午後1時30分~
10日(火) 機能訓練・・・・・・・

午後1時30分
11日(水)三種混合予防接種

午後1時~
股関節脱臼検診・・

午後 1 時~2時

12日(木)三種混合予防接種

午後日寺30分~

ミ子育て講演会・・・・-・・・・・・・・・・・・・・ 保

午後68寺30分~ 濁
13日(金) 乳児健診・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・保

午後1時 墜

惇:保健センター 須:須釜公民館

五:石川保健所 豆 :受付時間

保

一受

須

一密
一
石

.保

• J泉

i保

3真

[fl団-圏直の健康ごよみ

玉
川
村
短
歌
会
佳
作
抄

村
公
民
館

否富力、ン健診

午前8時30分~
22日(金)吾宮ガン健診・・

午後1時30分
27日(水) 機能訓練・・・・

午前10時~

山
の
峰
光
の
さ
し
て
の
ぼ
リ
く
る
月
に
ほ
の
め
く
思
い
も
な
リ
ぬ

和
食
那
木
さ
み

立
つ
風
に
践
の
動
き
の
疾
く
な
り
て
そ
れ
、ぞ
れ
運
ぶ
虫
の
亡
骸

小
針
み
ね
子

秋
桜
い
ま
を
感
リ
に
咲
く
庭
に
小
烏
ら
も
来
て
何
か
し
さ
え
、
ず
る

曲
山
き
く
み

入
団
を
し
た
る
途
端
に
ラ
ッ
パ
も
て
ホ

ブ
は
吹
け
な
い
日
常
を
も
っ

白
旗

隆

老
い
マ
い
ま
痩
せ
た
る
胸
に
手
を
蓋
け
ば
ふ
く
よ
か
な
リ
し
若
き
日
の
夢

真
弓

は
ん

.11月
20日(水)

盤12月
5日(木)

9日(月)

古
里
一
は
過
球
の
村
な
リ
家
め
ぐ
る
祭
リ
御
輿
が
軽
ト
ラ
に
乗
り
て

真
弓
五
三
男

1 1 
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須
釜
中
に
動
務
さ
れ
た
の
は

い
つ
頃
で
し
た
か
っ
・

「新
任
教
員
と
し
て
昭
和
訂
年
か

ら
日
年
ま
で
の
5
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。」

ー
ー
当
時
の
思
い
出
深
い
出
来
事

と
雲
え
ば
・•• 

「あ
の
小
さ
な
校
庭
で
運
動
し
た

こ
と
が
今
で
も
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
野
球
部
が
準
優
勝

を
し
ま
し
た
。」

ー
ー
校
外
で
も

「須
釜
ク
ラ
ブ
」

に
所
属
し
て
野
球
を
や
ら
れ
た
そ

う
で
す
ね
。

「
野
球
は
好
き
で
し
た
の
で
下
宿

に
帰
る
途
中
、
須
釜
小
学
校
で
練

習
し
て
い
る
の
を
見
て
我
慢
で
き

ず
に
入
会
し
ま
し
た
。
野
球
だ
け

で
な
く
幅
広
い
活
動
で
い
ろ
ん
な

平成8年5月5日、吾妻小富士山頂にて

川俣町生まれ、福島大学卒。須釜中学校を

振出しに川俣町立山木屋中、福島第四中、福

島市立野田中、福島市大鳥中を経て、現在は

寄島市立信陵中に郵務。趣昧は、「運動する

ことん福島市御山宰仲ノ町100-3の自宅
に奥さん、 2男1女と5人事らし。48歳。

面
で
多
く
の
修
行
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
口」

ー
ー
下
宿
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す

が
下
宿
先
や
地
域
の
人
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
で
印
象
深
い
こ
と
は
?

「や
ま
と
や
旅
館
に
5
年
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
行
事

や
若
者
逮
と
の
付
き
合
い
が
広
が

る
に
従
っ
て
、
夜
中
に
下
宿
に
忍

び
足
で
戻
っ
た
り
、
徐
々
に
泊
ま

り
歩
く
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た

ね
。
一
升
瓶
を
担
い
だ
り
し
て
歩

き
ま
し
た
。
」

l
i先
生
の
担
当
教
科
と
生
徒
の

シリーズ「たまかわの俗地名」

『化粧畑』の由来(竜崎)

竜
崎
村
(
現
在
の
竜
崎
区
)
は
約
七

O

O
年
以
前
、
荒
地
よ
り
流
れ
る
小
川
を

隔
て
て
、
北
側
(
乙
字
ヶ
滝
の
東
方
面
)

へ

だ

ふ

る

へ

だ

を
辺
出
村
と
言
い
、
現
在
の
古
辺
町
に

辺
田
城
が
構
え
て
あ
り
ま
し
た
口
城
主

た
ん
ご
の
か
み
ま
な
む
す
め

小
林
丹
後
守
は
愛
娘
を
隣
村
の
田
中
の

と
つ

お
城
に
嫁
が
せ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
畑

印
ア

1
ル
(
5
反
歩
)
を

「娘
を
よ
ろ
し

く
頼
む
」
と
い
う
気
持
ち
を
表
す
の
に

化
粧
代
と
し
て
領
地
の
経
界
を
変
え
て

贈
っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
畑
は
肥
沃
な
上
畑
で
、
誰
が
見
て

も
辺
町
村
(
竜
崎
)領
地
で
あ
る
の
は
確

か
で
す
。
化
粧
料
と
し
て
渡
し
た
こ
と

た

か

は

し

か

す

お

高
橋
一
雄
先
生

印
象
を
お
間
か
せ
く
だ
さ
い
。

「保
健
体
脊
と
理
科
で
し
た
。
生

徒
は
純
真
さ
を
も
ち
、
思
い
や
り

が
あ
り
活
動
的
な
生
徒
達
で
し

た
。
連
動
も
活
発
で
楽
し
い
学
校

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し

|

|
教
え
否
や
地
域
の
皆
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た

ら
。

「
若
さ
だ
け
全
面
に
出
し
厳
し

い

指
導
を
無
理
に
強
い

て
H

ば
か
に

な
れ
H

と
叫
ん
で
い
ま
し
た
口
時

が
過
ぎ
今
は
角
が
と
れ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
口
須
釜
に
は
定
期
的
に

足
を
運
ん
で
い
ま
す
が
顔
を
出
せ

な
い

の
が
残
念
で
す
己

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
恩
師
の

ご
紹
介
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

か
ら
「
化
粧
畑
」
の
呼
び
名
が
付
け
ら
れ
、

地
域
の
人
た
ち
の
話
題
と
な

っ
て
今
も

絶
え
る
こ
と
な
く
言
い
継
が
れ
て
お
り

ま
す
。
因
み
に
辺
国
村
と
竜
崎
村
が
合

併
さ
れ
た
の
は
、
文
保
の
頃
(
今
か
ら

約
六
七
O
年
前
)
小
林
丹
後
守
が
竜
崎

村
の
臥
龍
城
の
城
主
と
な

っ
て
、
辺
国

村
も
合
わ
せ
治
め
た
こ
と
と
言
い
伝
え

ら
れ
ま
す。

「
化
粧
畑
」
の
所
在
地
は
、
竜
崎
字
下

古
田
地
内
で
、
氷
池
の
下
方
、
水
郡
線

と
問
武
限
川
の
間
に
位
置
し
て
お
り
現

在
は
、
畑
で
は
な
く
水
田
と
な
っ
て
い

ま
す
。

(
小
林
隆
次
)

心j波各 都;
我がふるさと

北須釜jf我が故郷、

栃木県足利市

矢吹康

(北須釜出身・矢吹春雄さんの弟)

ーさん

夏
の
暑
さ
が
い
つ
も
の
年
よ
り
感
じ

た
平
成
八
年
。
今
年
の
東
京
玉
川
会
総

会
・
懇
親
会
も
盛
大
の
う
ち
に
新
役
員

が
選
任
さ
れ
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

旧
役
員

の
方
々
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。玉

川
村
か
ら
今
年
も
ご
出
席
を
下
さ

い
ま
し
た
村
長

様
は
じ
め
村
議
会
議

長
、
郵
便
局
長
、
商
工
会
役
員
、
役
場

職
員
の
皆
さ
ん
多
く
の
方
々
が
東
京
玉

川
会
を
ご
支
援
下
さ
い
ま
し
て
誠
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
様
に

玉
川
村
を
出
て
働
い
て
い
る
私
た
ち
に

村
の
情
報
と
ふ
れ
あ
い
を
設
け
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
市
町
村
(
故
郷
)
を
も
っ
て

い
る
の
は
、
私
の
知
り
合
い
の
中
に
は

お
り
ま
せ
ん
。
私
の
故
郷
「
玉
川
村
」
を

い
つ
も
自
慢
し
て
お
り
ま
す
。
年
に

5
、

6
回
玉
川
村
に
帰
る
機
会
が
あ
り
ま

す
。昭

和
お
年
、
東
京
に
向
か
っ

た
頃
は
、

県
道
は
砂
利
道
で
畦
道
は
草
だ
ら
け
で

し
た
。
一

歩

一
歩
苦
し

い
思
い
で
田
畑

を
手
伝

っ
た
こ
と
を
今
で
も
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
今
、
故
郷
は
、
田
畑
の
改
良
、

働
き
や
す
い
環
境
を
創
出
し
て
空
港
も

手
伝
っ

て
新
し
い
故
郷
が
私
の
中
に
出

来
上
が
り
ま
し
た
。
家
の
周
り
の
風
景

も
変
わ

っ
て
し
ま
い
お
袋
と
兄
貴
と
話

す
時
は
、

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

今
年
も
お
盆
の
帰
郷
の
際
に
新
し
く
さ

れ
た
道
を
実
家
に
向
か
う
時
、
道
路
沿

い
に
サ
ル
ビ
ア

・
マ
リ

l
ゴ
ー
ル
ド
・

カ

ン
ナ
の
花
が
締
麗
に
手
入
れ
さ
れ
て
咲

き
誇
っ
て
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
北
須

釜
周
辺
を
車
で
走
る
と
き
、

車
を
止
め

て
花
に
近
づ
く
の
は
、
私
だ
け
で
し
ょ

う
か
?
。
こ
の
花
を
育
て
て
く
だ
さ
っ

た
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
こ
の
道
を
椅
麗

に
清
掃
し
て
護
り
続
け
る
玉
川
村
民
と

い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
で
あ
り
た
い
で

す
。
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